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感動を再び！もう一つのトリエンナーレ

　　松代高校文化祭“雪穂祭”
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「天空のラピュタ。が畳24枚分の大きなちぎり絵で登場。新潟日報11月5日の話かごのコーナーでも取り上げられたち
ぎり絵は、松代高校文化祭のテーマである「翔（かける）」をあらわし、同校生徒が2ヶ月をかけた大作でした。

文化祭では、東北・名古屋・関西・博多・沖縄など、全国の方言を取り入れた劇もあり、楽しいものでした。「方言劇

をとおして日本を知るきっかけにもなった」と、生徒の一人は話していました。沖縄への修学旅行がきっかけで、イン

ターネットを使っての言葉の習得もあったとか。また、3年A組では8年後の同窓会を設定したビデオ上映会も行われ
ました。これを見逃したのは残念でした。チャンスがあったら見たいものです。写真は、実行委員の皆さんに集まって
もらったときの1枚です。「地域の皆さんありがとうございました」とは、生徒たちの言葉でした。
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、
老
沿
恩
．
②
年
4
凋
あ
学
校
完
全
廻
5
自
制
、
に
向
漸
で

来
年
4
月
か
ら
は
じ
ま
る
完
全
学
校
週
5
日
制
に
つ
い
て
、

委
員
会
が
す
す
め
て
い
る
「
卜
－
タ
ル
プ
ラ
ン
」
の
一
部

ま
す
。

（松代保育園の運動会から）

醐嚢璽』臥幽
小学校でも大きく育ってほしいもの

学
校
週
5
目
制
の
趣
旨

　
学
校
週
5
日
制
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
体
験
を
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
、
主

体
的
に
判
断
・
行
動
で
き
る
カ
や
他
を
思
い
や
る
心
、
そ
し
て
、

穏
や
か
な
身
体
な
ど
「
生
き
る
カ
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
や
地
域
社
会
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
る
こ
と
に
伴
い
、
家
庭
や
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
生
活
能
力
を
身
に
つ
け

る
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
に
思
い

や
り
の
心
や
規
範
意
識
な
ど
を
育
て
て
い
く
う
え
で
大
切
だ
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
思
い
や
り
や
規
範
意
識
を
、

地
域
や
家
庭
が
持
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
．

　
子
ど
も
た
ち
の
地
域
の
活
動
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
育
て
る
と
い
っ
た
気
運
を
高
め
て
い

く
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
課
題
と
責
任
で
も
あ
り
ま
す
．

11

月
1
9
日
に
は
「
子
ど
も
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
の
教
育
」
と
題
し
て
上
越
教
育

大
学
助
教
授
の
濁
川
明
男
さ
ん
の
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雛

繭
鷲
彌

2



　
こ
う
し
た
取
り
組
み
や
体
制
づ
く
り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
と
と
も
に
、
大
人
が
子
ど
も
と
一
緒
に
人
間
と
し
て

成
長
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
人
間
形
成
の
う
え
で
「
大
人
の

学
び
」
も
重
要
だ
と
し
て
い
ま
す
．

基
本
的
な
考
え
方

①

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た
し

て
、
協
力
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
．
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
カ
」
を
は
ぐ
く
み
、
健
や

か
な
成
長
を
促
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

役
割
を
明
確
に
し
、
「
教
育
力
」
を
発
揮
し
て
子
ど
も
に

豊
か
な
体
験
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
醗
、
鞠
蟹
灘
嚢
噸

賜
囲
馨
・

、
撒
灘
難

②③

学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
じ
っ
く
り
学
ぶ
こ
と
を
と

お
し
て
基
礎
や
基
本
の
確
実
な
定
着
を
図
る
こ
と
が
大

き
な
役
割
と
な
り
ま
す
．
そ
し
て
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
る
カ
を
育
て
、
主
体
的
な
態
度
を
育
て
る
こ
と
で
、

家
庭
で
の
自
主
的
な
学
習
に
発
展
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
．
ま
た
、
土
・
日
曜
の
過
ご
し
方
へ
の
指
導
を
適
切

に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
．

家
庭
や
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
学
校
週
5
日
制
の

「
ゆ
と
り
」
の
中
で
、
生
活
体
験
、
自
然
体
験
、
社
会
体

験
、
そ
し
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
様
々
な
体

験
活
動
や
異
年
齢
交
流
事
業
を
と
お
し
て
多
様
な
人
間

関
係
を
形
成
し
、
た
く
ま
し
い
正
義
感
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
形
成
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
．

松
代
町
教
育
委
員
会
で
は

　
こ
う
し
た
中
で
、
松
代
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
週
5
日

制
対
応
協
議
会
を
地
域
子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
や
学
校
・
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
す
す
め
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
県
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
学
校
を
と
お
し
て
保
護

者
に
配
布
す
る
な
ど
、
現
在
す
す
め
て
い
る
生
涯
学
習
事
業
と

あ
わ
せ
て
検
討
を
す
す
め
て
い
ま
す
．
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1月9日～10日
　　　　第21回世田谷新年子ども祭で交流10周年を記念し、世田谷区から町に感謝状。

1月16日　5年ぶりに豪雪対策本部を設置。この日の積雪270享ン。

1月28日　第15回上石巖杯争奪クロスカントリースキー大会に638人が参加。

1月24日　第44回新潟県中学校スキー大会（南魚六日町）リレーで松代中学校が男子、女

　　　　子ともに3位入賞。

2月7日　第50回全国高校スキー大会（中頚妙高高原町）松代高校男子リレー9位。

2月7日　第38回全国中学校スキー大会（北海道旭川市）、関谷有希選手（松代中3年）選

　　　　手が個人5㌔クラシカルで3位入賞。

2月9日～14日
　　　　第3回早稲田大学雪掘りボランティアの皆さん36人が来町。

2月10日　“雪国体験ほくほく線”の松代編（企画＝J　R東日本関東支社及び妻有観光協会）

　　　　が実施。

2月21日　第56回国体冬季大会（長野県飯山市）リレーで新潟県チーム優勝。1走関谷則

　　　　和、2走宮澤健二両選手が健闘。

2月26日　第6次松代町総合計画〈後期基本計画〉審議会（石野英二審議会会長）が答申

　　　　書を町に提出。

3月10日～11日

4月1日

4月16日

4月29日

5月3日
5月31日

5月31日

6月9日
6月10日

6月15日

　
今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
広
報
で
取
り
上
げ
た
話

題
か
ら
1
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

」

　
　
圖

　
ー
　
　
　
1

●

1
1
　
　
σ

昌
呂
鵬
民

平
成
1
3
年

講欝憲翫ご膿織羅簾論慶1錨醗
当町及び十日町市、川西町の3市町による十日町地域斎場（十日町市大字　　　　、翻．、鰯難．灘響鐸

南鐙坂）が開所。事業主体は十日町地域衛生施設組合。　　　　　　　　　魏　　．　霧　　　　顯

“大地の芸術祭”（十日町広域圏6市町村主催）が第5回ふるさとイベント　　　　　　ー　『『　1

大賞で大賞（総務大臣表彰）を受賞。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲松代町町長選　無投票で関谷達治町長の4期目スタート。　　　　　　　　　　　　　　　　　　二牛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、“

　　鞭．　灘一

嚢麟翻羅　難畿
難　　　　　懸

48人の新成人が出席し、松代町総合センターで成人を祝う。自主企画による交流会。

中山間地域等直接支払制度の町への交付金は合計で141，235，031円

松寿大学「いろり」21号発行

松代町緑の少年団が世田谷区祖師谷公園「みんなの森」でブナ100本ほどを植樹。

第22回松代町芸能発表会（会場1総合体育館）に22団体が出演。300人ほどが楽しむ。

第5回ほくほく線沿線市町村婦人バレーボール大会に13チームが参加。優勝は十日町クラブ。

　　　　　　　、7月1日　第46回東頸城郡青年大会（会場＝総合体育館ほか）

　　　　　　　　7月12日～9月17日
　　　　　　　　　　　　　合併に関する町民対話集会を24会場で行ない、634人が出席。

　　　　　　・灘　7月26日　253号バイパス千年・松代高校間（総延長2，370㍍）が竣工。

　　　　　　　懸．鎌、　『　7月29日　第19回参議院議員通常選挙投票日。

　蟹礪『・甲1羅・9月15日　各地区で敬老会　90歳以上の人は　41人・
　粥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’灘

の
丸
焼
き
の
イ
ベ
ン
ト
で

ジ
マ
ス
の
丸
焼
き
に
も
挑
戦

雌薯離繋鞘11月4日東京松代会創立1・周年事業の募金による特養ほくほくの動代ほく
　　　　蕪繋窺謄欝．、、　1　　　　　ほく観音・除幕式・開眼式に90人参列。

9月21日～30日
　　　　新潟県立近代美術館所蔵作品展“巡回ミュ‘ジアム”（会場二ふるさと

　　　　会館）に延べ2，300人。

10月6日～10月7日
　　　　第11回□・マン24（24時間耐久リレーマラソン）に45チームが参加。

10月14日　第3回ほくほく線沿線大正琴を楽しむ会（会場二総合体育館）に580人

　　　　が参加。

10月21日　八王子・曹刈・田沢交流5周年記念式典（会場l　I日曹刈分校）に60人ほ
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一Agriculture農業

麟猫騰獲業鐵に画懲盤耀さ躍と鵜黙捲菅き癒

　
1
1
月
3
日
、
農
業
賞
の
表
彰
式
が

J
A
十
日
町
松
代
支
店
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
松
代
町
農
業
賞
は
、
山
岸

正
康
さ
ん
（
東
山
）
と
若
井
健
吉
（
蓬

平
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
農
協
祭
と
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
、
大
勢
の
人
が
見
守
る
中
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

轟
、
㎜

若井　健吉さん

　若井健吉さんは、自分で所有する農地が少ない

ことから、農地を積極的に借り、水田の経営規模

を広げています．また、日常、稲の観察を重点に

米づくりに取り組んで、技術の向上を図っていま
す。

こうした姿勢が地域の信頼を得ていることとあわ

せて、農地を集積することに成功したことがモデ

ルとして評価されたものです。特に、近年、高齢

化により田を作る人が減少しています．若井さん

が稲を作ることで、田んぼが荒れることを防ぐこ

とにつながっています。

また、若井さんは松代町認定農業者として地域で

活躍されています。

正康さん山岸

　山岸正康さんは、120枚ほどの田んぼを機械が利

用できるよう20枚ほどにまとめました。栽培技術

を高めるために、圃場整備と農業機械の共同利用

をすすめ、高い品質の米づくりにつとめたことが

中山間地の農業経営のモデルとして評価されたも

のです。米づくりの低コスト化とあわせて、葉た

ばこ、そしてしめ縄生産も手がけています。山岸

さんは現在、東山協業葉たばこ組合の組合長を務

めるほかJ　A十日町の総代として、また、地域に

おいては松代町認定農業者として活躍されていま
す。

市川新一郎さん（太平）がししとう栽培農家の最優秀賞

　
昭
和
6
0
年
か
ら
当
町
で
は

じ
ま
っ
た
し
し
と
う
の
栽
培

は
、
当
時
1
3
人
で
3
ト
ン
の

生
産
量
で
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
元
年
か
ら
は
、
当
町
が

中
心
に
な
っ
て
東
頸
城
郡
内

の
町
村
が
共
同
で
作
付
け
を

し
て
、
出
荷
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
．
現
在
、
十
日
町
市
、

川
西
町
を
含
め
、
1
1
9
人

が
栽
培
し
、
2
7
ト
ン
が
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
栽
培
農
家
の
中
で
、
市
川

新
一
郎
さ
ん
（
太
平
）
は
、

も
っ
と
も
生
産
量
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
今
年
の
最
優
秀

賞
と
し
て
全
国
農
業
協
同
組

合
新
潟
本
部
か
ら
表
彰
を
受

け
た
も
の
で
す
．

　
J
A
十
目
町
松
代
営
農
セ

ン
タ
ー
長
の
関
谷
安
則
さ
ん

は
「
今
年
の
し
し
と
う
の
㎏

単
価
は
6
2
4
円
で
し
た
．

し
し
と
う
は
、
限
ら
れ
た
狭

い
農
地
で
も
栽
培
が
で
き
て
、

収
入
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．
女
性
や
お
年
よ
り
で

も
手
軽
に
栽
培
が
で
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰を受ける夫人の市川弥生さん（右）
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できごと一

簾
朦
《
縢
《
⑩
塁
磁
に
観
奮
様

　
東
京
松
代
会
が
創
立
1
0
周
年

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
す
す

め
て
き
た
観
音
像
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

　
n
月
4
日
に
は
、
東
京
松
代

会
の
会
長
、
武
田
晃
平
さ
ん
、

そ
し
て
地
元
か
ら
関
谷
町
長
を

は
じ
め
9
0
人
ほ
ど
が
出
席
し
て

開
眼
供
養
と
あ
わ
せ
て
、
観
音

像
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
．

当
目
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
ほ
く
ほ
く
の
里
へ
入

所
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
二
階
の

ホ
ー
ル
で
見
守
る
中
、
式
典
は

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
入
所
し
て
い
る
人
の
一
人
は
、

「
天
気
の
よ
い
暖
か
い
日
に
は
職

員
に
頼
ん
で
、
車
椅
子
を
使
っ

て
観
音
像
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
1
月
2
4
日
か
ら
2
5
日
に
行
わ

れ
た
八
王
子
市
い
ち
ょ
う
祭
に

菅
刈
、
田
沢
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
出
店
し
ま
し
た
．
テ
ン
ト
に

は
八
王
子
市
職
員
組
合
の
方
も

応
援
に
か
け
つ
け
る
な
ど
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
あ
ん
ぼ
や
み
そ
の

ほ
か
に
、
通
所
作
業
所
の
し
ぶ

み
の
家
で
つ
く
っ
た
薫
炭
が
完

士
冗
で
し
た
．

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
愛
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
今
年
も
好
評
で
し
た
ー

　
n
月
2
5
日
で
終
了
し
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
愛
の
風
に
は
今
年

も
多
く
の
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
工
事
で
駅
中
央
線
か

ら
道
の
駅
ふ
る
さ
と
会
館
前
に

場
所
を
移
し
て
行
い
ま
し
た
。

駅
を
利
用
す
る
人
に
も
好
評
で

し
た
。

太平の青空市感謝祭
　
n
月
n
目
、
2
5
3
号
沿

い
に
あ
る
太
平
集
落
の
青
空

市
で
感
謝
祭
が
開
か
れ
ま
し

た
。
感
謝
祭
に
は
、
お
に
ぎ

り
や
ト
ン
汁
が
振
る
舞
わ

れ
、
目
頃
青
空
市
を
利
用
し

て
い
る
長
岡
市
や
柏
崎
市
か

ら
の
お
客
も
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
く
じ
引
き
で
1

等
を
当
て
た
石
川
県
か
ら
来

た
人
は
「
昨
年
も
来
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
来
ま
す
よ
』
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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灘
鱗
灘

嚢
　
麟
華

縄
・
、
欝
　
鍵
藺
璽
藻
霧
糠
自
分
た
ち
で
守
る

魏
．
霧
聾
懇

平成13年度松代町消防団定例表彰から

新潟県知事表彰（30年精勤章）7名

分団 部 階級 氏　名 分団 部 階級 氏　名

本部 団本部 副団長 市川　嘉吉 1 菅　刈 団　員 関谷　　功

本部 役　場 団　員 武田　芳夫 2 片桐山 団　員 柳　　邦夫

本部 役　場 団　員 高橋　　勝 4 竹　所 団　員 五十嵐富夫

1 菅　刈 団　員 関谷　一秀

　
火
事
や
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
、
地
域
防
災
の
中
心
と
な
る

の
が
消
防
団
で
す
．

　
1
1
月
1
日
に
は
、
各
地
域
の

部
長
以
上
が
出
席
し
て
松
代
町

消
防
団
幹
部
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
降
雪
期
を
む
か
え
、

ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

新潟県知事表彰（20年精勤章）13名

な
ど
、
火
を
使
う
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
．
松
代
分
遣
所
で
も

「
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
．
火
災
防
止
に
注

意
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
防

火
水
槽
や
消
火
栓
の
雪
囲
い
や

除
雪
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

分団 部 階級 氏　名 分団 部 階級 氏　名

本部 役　場 副分団長 佐藤　信一 1 松　代 団　員 斎木　英吉

本部 役　場 団　員 佐藤　一弘 1 小荒戸 団　員 山賀　　晃

本部 役　場 団　員 石口　博雄 1 蓬　平 団　員 小堺　久雄

1 松　代 団　員 齊木　　優 2 滝　沢 団　員 小林　昇二

1 松　代 団　員 市川　　弘 3 莇　平 団　員 高橋　　勝

1 松　代 団　員 村山　良一 3 寺　田 団　員 井上　清隆

1 松　代 団　員 関谷　則雄

新潟県消防協会長表彰（幹部功績章）2名

分団 部 階級 氏　名 分団 部 階級 氏　名

本部 団本部 副団長 小堺　光夫 本部 役　場 団　員 高橋　　勝

前松捕町消防団団長の樋團堅一さ窟罐勲鐙簿瑞宝藁

10

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
前
松
代
町
消
防
団
団
長

の
樋
ロ
堅
一
さ
ん
（
享
年
6
8
歳
）
に
勲
五
等
瑞

宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　
樋
口
堅
一
さ
ん
は
、
昭
和

26
年
に
、
当
時
の
松
代
村
消

防
団
団
員
と
な
り
、
そ
の
後
、

昭
和
3
9
年
に
松
代
町
消
防
団

副
団
長
、
そ
し
て
、
平
成
六

年
か
ら
松
代
町
消
防
団
団
長

と
し
て
5
0
年
間
当
町
の
消
防

団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
昭
和
6
0
年
に
消
防
庁
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
、

平
成
1
1
年
に
功
労
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
．

　
【
故
・
樋
口
堅
一
氏
の
主
な
職
歴
】
松
代
町
商
工
会
理
事
・

東
頚
城
郡
食
品
衛
生
指
導
員
協
議
会
会
長
・
新
潟
県
食
品
衛

生
協
会
指
導
員
協
議
会
理
事
・
東
頚
城
郡
食
品
衛
生
協
会
松

代
分
会
長
・
松
代
町
体
育
協
会
理
事
・
東
頚
城
郡
食
品
衛
生

協
会
会
長
・
働
上

越
食
品
衛
生
協
会

副
会
長
・
㈹
新
潟

県
食
品
衛
生
協
会

理
事
・
＋
日
町
た

ば
こ
販
売
協
同
組

合
筆
頭
理
事
・
松

代
町
観
光
協
会
会

長

7



登場一

麟
　
幾
、

血
編
盟
羅
　

難
繊
難
懸

殊
㎜
津
籔
醐
樋
ー
鰭
麗
佳
笹
さ
ん

▲
こ
ち
ら
は
、
世
界
的
に
活
躍
す
る
音
楽

家
の
ボ
イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
さ
ん

　
私
が
松
代
に
移
り
住
ん
で
か

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
も
う
三

カ
月
も
経
ち
、
初
め
て
の
冬
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
松
代
で
も
初
雪
が
降
り
、
だ

ん
だ
ん
あ
の
話
に
聞
い
て
い
た

だ
け
の
大
雪
に
な
る
日
が
近
づ

い
て
き
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
す
．

　
こ
ん
な
大
変
な
雪
国
だ
か
ら

な
の
か
、
松
代
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
は
何
か
力
強
く
、
生
き

る
カ
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
．
そ
し
て
協

力
し
合
っ
た
り
助
け
合
っ
た
り

と
、
家
族
の
小
さ
な
作
業
に
し

て
も
町
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を

つ
く
り
上
げ
る
に
し
て
も
、
と

て
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
は
助
け

合
う
こ
と
を
「
お
互
い
様
だ
か

ら
。
」
と
よ
く
言
い
ま
す
。
や
は

り
気
候
が
人
柄
に
出
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
．

　
私
は
松
代
で
も
山
の
奥
に
あ

る
小
屋
丸
に
父
と
住
ん
で
い
ま

す
。
本
当
に
自
然
が
美
し
く
、

空
気
も
水
も
お
い
し
く
、
い
ろ

い
ろ
ん
な
動
物
、
植
物
が
間
近

に
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
近

所
に
住
む
方
々
は
と
て
も
あ
た

た
か
く
、
慣
れ
な
い
私
た
ち
に

は
優
し
く
し
て
く
れ
ま
す
．
私

は
十
九
歳
で
小
屋
丸
で
は
最
年

少
で
す
。
最
近
で
は
、
小
さ
な

町
や
村
で
は
過
疎
化
が
す
す
ん

で
い
る
の
で
、
私
は
会
う
人
会

う
人
に
不
思
議
が
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
私
は
自
然
が
大
好
だ
し
、

音
楽
を
し
て
い
る
父
と
美
術
を

や
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
最

高
の
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
雪
が
め
っ
た
に
降
る
こ

と
の
な
い
太
平
洋
側
で
楽
に
生

活
し
て
き
た
自
分
に
と
っ
て
の

挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。

　
で
も
や
っ
ぱ
り
小
さ
な
村
な

の
で
、
家
の
周
り
で
不
便
な
所

や
安
全
性
の
上
で
危
険
な
と
こ

ろ
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、

福
祉
を
進
め
て
い
る
我
が
国
日

本
の
こ
と
な
の
で
、
改
善
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
空
間
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
．　

そ
し
て
松
代
は
、
貴
重
な
歴

史
、
文
化
な
ど
も
た
く
さ
ん
隠

さ
れ
て
所
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
長
所
を
も
つ
と
生
か
し
て

町
づ
く
り
を
し
て
い
け
れ
ば
も
つ

と
も
つ
と
魅
力
的
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
町
の
過
疎
化
も
よ
く
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
も
今
か
ら
、
松
代
に
仲
間

入
り
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
負
け

な
い
よ
う
に
、
色
々
教
わ
り
な

が
ら
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
自

然
の
厳
し
さ
を
正
面
か
ら
受
け

て
、
ま
た
一
歩
強
く
な
り
た
い

で
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
．

　
　
　
2
0
0
1
年
1
2
月
2
日
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体育功労賞
松代町体育協会長表彰から

受賞年度 住所 氏　　名 備　　　　考

昭和62 松　代 富沢　恭松 スキー協会

昭和63 松　代 万羽　卓司 卓　球

昭和63 松　代 高橋　　徳 マラソン

昭和63 松　代 本山　豊樹 バレーボール

昭和63 松　代 柳　　キノ レクダンス

昭和63 松　代 高橋　芳平 野　球

昭和63 松　代 吉沢光学㈱ バレーボール

昭和63 太　平 太平友の会 ラジオ体操

平成5 松　代 高橋　　清 アーチェリー

平成5 松　代 高野　昭司 剣　道

平成6 松　代 樋口　克己 剣　道

平成6 室　野 米持　徳二 奴奈川地区スポーツ振興会

平成6 松　代 南雲　一男 バレーボール

平成7 松　代 関谷　詠子 ゲートボール

平成7 松　代 柳　卯一郎 バトミントン

平成8 小荒戸 富沢　忠平 ゲートボール

平成8 松　代 関谷トシ子 レクダンス

平成9 松　代 市川啓次郎 ゲートボール

平成9 田野倉 池田　清子 バレーボール

平成10 室　野 小堺陽七郎 ゲートボール

平成11 小荒戸 富沢　和平 ゲートボール

平成12 会　沢 萬羽　五一 ゲートボール

平成12 松　代 若井　正子 レクダンス

優秀指導者賞

受賞年度 住所 氏　　名 備　　　　考

昭和63 峠 牧田　義雄 ノルディックスキー

昭和63 松　代 鈴木幸紀代 バレーボール

昭和63 松　代 柳　　一郎 剣　道

平成5 松　代 鈴木　孝雄 スキー

灘

毒

みやぎ国体で男子3000メートル16位と力
走した五十嵐真悟選手（高1）

今回は、昭和63年からはじまった

松代町体育協会長表彰について調べ

てみました。体育功労賞と最優秀指

導者賞について、受賞した人の声と

あわせて紹介します。

’
韮
～

平
成
5
年
度
に
優
秀
指
導

者
賞
を
受
賞
し
た

鈴
木
　
孝
雄
さ
ん
（
松
代
）

　
ス
キ
ー
の
指
導
員
と
検
定

員
の
資
格
を
持
っ
鈴
木
さ
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導

を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

親
が
子
ど
も
を
も
つ
と
外
に

出
す
こ
と
だ
と
話
し
て
い
ま

し
た
．
親
も
自
立
し
て
い
る

よ
う
に
子
ど
も
に
も
自
立
す

る
機
会
を
与
え
、
経
験
を
積

ん
で
い
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

平成12年度に体育功労者者賞を受賞した二人

萬
羽
　
五
一
さ
ん
（
会
沢
）

　
現
在
二
級
の
審
判
員
の
資

格
を
持
つ
萬
羽
さ
ん
は
、
町

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
昨

年
ま
で
競
技
副
部
長
、
そ
し

て
、
今
年
は
指
導
部
長
で
し

た
。
年
問
に
、
1
0
回
ほ
ど
の

公
式
戦
の
審
判
を
務
め
ま
す
．

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
友

だ
ち
が
で
き
た
の
が
何
よ
り

の
財
産
、
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

若
井
　
正
子
さ
ん
（
松
代
）

　
レ
ク
・
ダ
ン
ス
愛
好
会
で

事
務
局
と
副
会
長
を
務
め
る

若
井
さ
ん
は
、
レ
ク
・
ダ
ン

ス
の
楽
し
さ
は
、
身
体
を
動

か
す
こ
と
で
手
軽
に
気
分
転

換
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
第
1
と
第
3
月
曜
の

八
時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
．
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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O

故
郷
を
後
に
し
て

　
私
は
昭
和
2
4
年
3
月
、
桐
山

の
小
松
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
．
3
9
年
春
、
桐
谷
中
学

校
を
卒
業
、
そ
の
ま
ま
の
家
業

を
手
伝
い
ま
し
た
そ
し
て
、
そ

の
年
の
稲
刈
り
の
終
わ
り
を
待
っ

て
兄
と
共
に
上
京
．
築
地
の
蒲

鉾
の
仲
買
に
就
職
し
ま
し
た
．

15

歳
の
秋
で
し
た
。

　
1
年
後
、
お
店
の
お
客
さ
ん

ノ」￥

山

　
正
　
武

横
浜
市
在
住

（
桐
山
・
小
松
）

の
お
世
話
で
横
浜
の
玉
子
焼
き

屋
に
転
職
．
更
に
玉
子
焼
き
屋

の
お
客
さ
ん
の
お
世
話
で
、
同

じ
市
内
の
青
果
物
卸
業
「
つ
ま

清
」
に
就
職
し
ま
し
た
．

　
「
つ
ま
清
」
で
は
約
1
0
年
卸
業

の
仕
事
を
“
修
行
”
、
2
8
歳
の
時

に
独
立
致
し
ま
し
た
。

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
不
安
が

い
っ
ぱ
い
の
船
出
で
し
た
が
、

幸
い
お
客
様
に
引
き
立
て
ら
れ

た
こ
と
、
従
業
員
に
恵
ま
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
売
上
げ
は
順
調

に
推
移
し
、
業
績
を
引
き
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
友
人
と
二
人
だ
け
で
、
社
を

共
に
し
て
2
4
年
。
今
で
は
社
員

も
4
0
名
に
増
え
、
お
蔭
様
で
横

浜
の
業
界
の
ト
ッ
プ
に
成
長
致

し
ま
し
た
。

　
現
在
の
業
種
は
業
務
用
青
果

物
の
卸
で
、
横
浜
を
中
心
に
東

京
、
湘
南
、
相
模
方
面
の
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
割
烹
な
ど

へ
毎
日
野
菜
、
果
物
、
珍
味
な

ど
を
配
達
し
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
注
文
を
受
け
、
地

方
へ
の
発
送
も
行
い
ま
す
．

　
横
浜
の
青
果
物
業
界
で
は
組

合
の
副
理
事
長
を
、
ま
た
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
リ
ジ
ョ

ン
チ
ェ
ア
マ
ン
を
、
調
理
師
会

で
は
神
奈
川
日
調
会
副
会
長
を
、

醐
響
爆
麟
塁
態

りよだ
皆
さ
ん
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
お
力

山
尿
添
え
を
賜
り
ま
し
た
。

東
役
場
ご
当
局
は
、
施
工
業
者

　
　
と
の
折
衝
を
始
め
と
し
、
観
音

　
紅
葉
た
け
な
わ
な
n
月
4
目
、

地
元
各
界
よ
り
5
3
名
、
当
方
か

ら
32
名
が
参
列
す
る
な
か
で
、

6
名
の
代
表
に
よ
り
除
幕
が
行

わ
れ
、
東
京
松
代
会
の
郷
土
愛

の
象
徴
と
も
い
え
る
「
松
代
ほ

く
ほ
く
観
音
」
が
、
そ
の
御
姿

を
現
し
ま
し
た
．

　
当
会
か
ら
寄
付
者
名
簿
を
奉

納
し
、
寄
贈
の
言
葉
を
述
べ
、

関
谷
町
長
か
ら
答
礼
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
続
い
て
長
命
寺

ご
住
職
を
導
師
に
小
林
寺
、
普

門
庵
、
十
王
堂
の
皆
様
に
よ
っ

て
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
参
列
者
の
焼
香
参
拝
の
あ
と

体
育
館
二
階
で
祝
賀
会
を
開
催
、

郷
里
の
皆
さ
ん
と
親
睦
を
深
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
地
元
の
ご
協
力
》

　
以
上
を
も
っ
て
観
音
像
完
成

に
伴
う
一
連
の
行
事
を
滞
り
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
地
元
の

様
の
名
称
や
揮
毫
者
の
選
定
、

完
成
後
の
諸
行
事
の
準
備
な
ど

に
奔
走
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
．

　
鈴
木
益
蔵
様
か
ら
は
見
事
な

揮
毫
を
頂
戴
し
、
長
命
寺
ご
住

職
・
本
山
祖
道
師
か
ら
も
数
々

の
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
．

《
十
周
年
記
念
祝
賀
会
》

◆
日
時
　
平
成
1
4
年
1
月
2
0
日

　
　
　
　
　
　
n
時
30
分
よ
り

◆
会
場
　
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
三
階
・
祥
雲
の
間

◆
会
費
　
男
性
　
八
千
円

　
　
　
　
女
性
　
七
千
円

　
十
周
年
記
念
事
業
の
締
め
括

り
と
な
る
祝
賀
会
で
す
。
皆
さ

ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
・

　
詳
し
く
は
会
報
1
1
号
と
案
内

状
を
ご
覧
の
上
、
返
信
ハ
ガ
キ

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
注
〕
H
従
来
、
返
信
ハ
ガ
キ

は
松
代
冬
の
陣
の
出
欠
回
答
も

兼
ね
ま
し
た
が
、
今
回
は
祝
賀

会
の
み
で
す
．
冬
の
陣
案
内
状

は
本
誌
1
月
号
に
同
封
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
．

10



神
奈
川
法
人
会
で
は
神
奈
川
ブ

ロ
ッ
ク
長
な
ど
を
仰
せ
つ
か
り
、

毎
日
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
お
り

ま
す
．

　
横
浜
に
お
出
掛
け
の
節
は
、

電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
中
華

街
、
山
下
公
園
、
外
人
墓
地
、

み
な
と
み
ら
い
な
ど
を
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
．
ま
た
、
結
婚

式
や
宴
会
、
宿
泊
な
ど
の
ご
利

松
代
の
自
然

用
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
横
浜

の
ホ
テ
ル
に
は
ほ
と
ん
ど
出
入

り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
格
安

で
ご
紹
介
致
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
．

　
時
折
、
東
京
松
代
会
か
ら
は

行
事
参
加
の
お
誘
い
を
受
け
る

の
で
す
が
、
多
忙
に
紛
れ
て
欠

席
ば
か
り
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
．

　
故
郷
松
代
町
と
ふ
る
さ
と
の

更
な
る
発
展
を
心
よ
り
祈
っ
て

お
り
ま
す
．

㈱
つ
ま
正

（
皿
0
4
5
－
4
4
1
－
0
8

8
9
）

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
妻
●
巳
田
触
B
霧
鋤
●
O
O
。
壱

灘

嚢
簿
麟
鍵

フ
ク
ロ
ウ

「
ホ
ッ
ホ
・
ホ
ー
ホ
ー
」

　
と
い
う
野
太
い
声
が
夜
の
闇
の
彼
方
の
森
の
中
か
ら

聞
こ
え
て
き
ま
す
と
無
気
味
な
感
じ
が
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
フ
ク
ロ
ウ
の
声
な
の
で
す
．

　
こ
の
声
は
い
ろ
ん
な
聞
き
な
し
が
さ
れ
て
お
り
ま
し

て
、
こ
の
辺
で
は
「
糊
つ
け
干
せ
ー
」
と
聞
こ
え
て
、

明
日
は
天
気
が
良
く
な
る
か
ら
洗
濯
物
に
糊
を
付
け
て

干
せ
、
と
指
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
わ
れ
、
確
か
に
翌

日
は
晴
天
に
な
る
も
の
で
し
た
．

　
ま
た
「
五
郎
助
奉
公
」
と
か
「
ボ
ロ
着
て
奉
公
」
「
小

僧
来
い
、
小
僧
来
い
」
と
か
い
わ
れ
、
昔
の
小
僧
奉
公

人
の
苦
労
を
か
ら
か
う
の
か
督
励
す
る
の
か
に
聞
き
な

し
て
い
ま
す
．

　
フ
ク
ロ
ウ
は
1
年
を
通
じ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
は

い
ま
す
が
、
個
体
が
少
な
い
し
、
冬
は
餌
に
な
る
生
き

物
な
ど
が
雪
の
下
で
冬
眠
し
て
し
ま
う
の
で
雪
の
な
い

地
方
に
移
動
す
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
写
真
は
松
代
の
関
谷
八
郎
さ
ん
が
『
十
王
堂
』

と
い
う
尼
寺
の
近
く
の
カ
エ
デ
の
木
の
枝
で
昼
寝
を
し

て
い
る
の
を
発
見
し
て
撮
影
し
た
と
い
う
珍
し
い
シ
ー

ン
で
す
．
こ
の
よ
う
に
昼
は
木
陰
で
眠
っ
て
い
て
夜
間

行
動
で
、
柔
ら
か
い
翼
か
ら
羽
音
を
消
し
て
音
も
な
く

獲
物
を
襲
い
、
鋭
い
爪
で
仕
留
め
ま
す
．

　
よ
く
夜
は
見
え
る
が
昼
は
見
え
な
い
の
だ
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
昼
で
も
カ
ラ
ス
に
追
わ
れ
て
逃
げ
て
い
る
場

面
も
見
ら
れ
ま
す
か
ら
、
眼
の
瞳
孔
が
開
い
て
い
る
の

で
眩
し
い
だ
け
で
、
見
え
る
の
で
し
ょ
う
。

　
仲
間
に
小
型
の
夏
の
渡
り
鳥
と
し
て
南
か
ら
来
る
ア

オ
バ
ズ
ク
と
い
う
の
が
来
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
ご
ろ

は
そ
の
「
ホ
ー
ホ
ー
」
と
い
う
の
ど
か
な
声
が
聞
か
れ

な
く
な
っ
て
寂
し
い
思
い
が
し
ま
す
。

　
フ
ク
ロ
ウ
の
首
は
一
回
転
す
る
と
い
う
奇
妙
な
能
力

も
あ
っ
て
四
方
に
睨
み
を
利
か
し
て
獲
物
を
狙
っ
て
い

る
の
で
す
．

　
飼
う
と
よ
く
馴
れ
て
頭
脳
も
よ
い
そ
う
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
高
橋
八
十
八
）
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以
上
で
し
た
。

，ヂ響撫
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欝’
、
、
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里創プラン通信肱27●●●●●●●●●●●

許
凄
多

当選作家は，次のとおりです

十日町市鉢集落は水内貴英さん

川西町中子はトゥ・ザ・ウッズ、中仙田は春日部幹さん

中里村重地集落は山田良さんと綾子さん

松代町犬伏は塩澤宏信さん

　なお、津南町上野と松之山町松口大荒戸線では当選

プランがありませんでした

　
今
回
の
里
創
プ

ラ
ン
通
信
で
紹
介

し
た
第
2
回
大
地

の
芸
術
祭
の
作
家

を
選
定
す
る
ア
イ

デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
結
果
が
、

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

り
ま
し
た
．
審
査

は
1
1
月
2
5
日
に
行

わ
れ
、
十
目
町
地

域
圏
域
7
か
所
の

公
募
ポ
イ
ン
ト
の

当
選
プ
ラ
ン
及
び

入
選
作
品
プ
ラ
ン

は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

①②③④⑤

十
日
町
市
鉢
　
水
内
貴
英
さ
ん
（
武
蔵
野
美
術

大
）
の
プ
ラ
ン
「
M
E
E
T
S
」

川
西
町
中
子
　
グ
ル
ー
プ
「
ト
ゥ
・
ザ
・
ウ
ッ

ズ
」
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
「
ベ
リ
ー
・
ス
プ
ー

ン
」同

中
仙
田
　
春
日
部
幹
さ
ん
（
東
京
）
「
8

昌
昌
け
①
ω
惹
一
冨
」

中
里
村
重
地
　
山
田
良
さ
ん
と
山
田
綾
子
さ
ん

（
神
奈
川
）
の
グ
ル
ー
プ
が
提
案
し
た
「
蜜
震
ρ

Z
象
霞
m
」

松
代
町
犬
伏
　
塩
澤
宏
信
さ
ん
（
東
京
）
の

「
翼
／
飛
行
演
習
装
置
」

　
な
お
、
津
南
町
上
野
と
松
之
山
町
大
荒
戸
に
つ
い
て
は
当

選
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
今
後
は
、
公
募
か
ら

招
待
作
家
に
よ
る
作
品
が
制
作
さ
れ
る
予
定
で
す
．

　
今
回
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
で
は
、
海
外
か
ら
の
応
募
1
9
点

を
含
め
圏
域
全
体
で
応
募
総
数
は
5
2
5
点
も
あ
り
、
第
1

回
の
大
地
の
芸
術
祭
が
高
く
評
価
さ
れ
、
関
心
が
高
か
っ
た

こ
と
を
も
の
が
た
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
に
は
、
審
査
員
と
し
て
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
国

際
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ロ
ー
ザ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
さ
ん
（
ス
ペ

イ
ン
）
を
は
じ
め
、
ホ
ウ
・
ハ
ン
ル
ゥ
さ
ん
（
中
国
）
、
ト

ム
・
フ
ィ
ン
ケ
ル
パ
ー
ル
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）
、
そ
し
て
、

中
原
佑
介
さ
ん
と
い
っ
た
美
術
の
世
界
で
国
際
的
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
川
俣
正
さ
ん
（
芸
術
家
）
、

原
広
司
さ
ん
（
建
築
家
）
が
加
わ
り
ま
し
た
．
ま
た
特
別
審

査
員
と
し
て
杉
井
明
美
さ
ん
（
園
芸
家
）
が
中

子
と
重
地
、
中
村
錦
平
さ
ん
（
陶
芸
家
）
が
鉢

と
犬
伏
の
審
査
に
そ
れ
ぞ
れ
加
わ
り
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、
審
査
員
の
問
で
議
論
が
交
わ
さ

れ
る
な
ど
、
熱
の
こ
も
っ
た
選
考
会
で
し
た
。

ま
た
、
慎
重
に
選
考
を
行
う
た
め
に
、
地
元
住

民
が
参
加
し
て
公
聴
会
も
交
え
て
行
わ
れ
ま
し

た
．
そ
し
て
、
最
終
的
に
入
選
2
9
作
品
、
そ
の

中
か
ら
当
選
プ
ラ
ン
5
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
．

　
入
選
し
た
人
と
当
選
プ
ラ
ン
な
ど
の
詳
し
い

こ
と
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　ホームページのアドレスは
http＝〃www、tiara、orJP／～t＿kouiki／
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　松代中学校3年

柳　沙織さんの作品

一　税についての作文・標語から

高田税務署長賞

「作ろうよ輝く未来を税金で」
新潟県納税貯蓄組合総合連合会会長賞　優秀賞（作文の部）　　　　　　　　　　　　今回は、税に関する作文で新潟県納税貯

高田地区納税貯蓄組合連合会長賞　最優秀賞（作文の部）3年　駒形　直子さん　　蓄組合総連合会優秀賞・高田地区納税貯蓄

高田税務署長賞（標語の部）3年柳沙織さん　　　 組合連合会長最優秀賞の駒形直子さんの作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文を紹介します。高田地区納税貯蓄組合連合会長賞（作文の音β）優秀賞3年鈴木久代さん　駒形さんと木卯さんはr作文をとおしてを

　　　　　　　　　　　　　　　優秀賞　3年　関谷　知之さん　　とおして税について詳しく学ぶことができ

　　　　　　　　　　　　　　　奨励賞　3年市川　聡子さん　ました」と話していました。

税
金
に
支
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
中
学
校
3
年

　
近
年
、
日
本
全
国
に
英
語
の

指
導
助
手
を
す
る
A
L
T
が
文

部
科
学
省
か
ら
派
遣
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
A
L
T
は

と
て
も
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
そ
う
簡
単
に
は
な
れ
な
い

と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
目
的
は
、
外
国
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、

活
発
的
に
英
語
が
使
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い

駒形直子さんと柳沙織さん

　
　
駒
　
形
　
直
　
子

て
、
私
の
学
校
も
何
年
か
前
か

ら
取
り
入
れ
ら
れ
、
こ
の
2
学

期
か
ら
も
カ
ナ
ダ
か
ら
い
ら
つ

し
や
る
イ
バ
さ
ん
と
一
緒
に
英

語
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
本
場
の
英
語
を
生
で
聞
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
私
達
に

と
っ
て
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
が

で
き
る
の
は
A
L
T
が
税
金
で

全
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
．

　
な
ぜ
な
ら
、
税
金
が
あ
る
お

か
げ
で
、
本
場
の
英
語
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
い
つ
か
も
つ
と

英
語
で
話
す
こ
と
が
得
意
に
な

れ
れ
ば
い
い
な
、
と
自
分
自
身

目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
す
。
「
税
」
が
な
け
れ
ば
、

今
こ
の
よ
う
な
目
標
を
持
つ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
．　

も
う
一
つ
税
金
と
関
連
し
た

学
校
の
こ
と
で
、
感
謝
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
去
年
の

夏
に
行
わ
れ
た
工
事
の
こ
と
で

す
．
2
億
6
千
万
円
も
の
費
用

を
か
け
て
校
舎
を
地
震
の
た
め

に
強
化
さ
せ
ま
し
た
．
平
成
7

年
に
起
こ
っ
た
、
阪
神
大
震
災

で
も
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
も

の
す
ご
い
被
害
を
受
け
た
と
テ

レ
ビ
で
知
り
ま
し
た
。
万
が
一

の
時
を
考
え
、
大
地
震
に
も
抵

抗
で
き
る
校
舎
で
今
、
学
校
生

活
が
安
心
し
て
送
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
．

　
あ
ら
た
め
て
、
「
税
金
」
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
と
、
私
達
が

生
き
て
い
く
う
え
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
．
税
と
い
え
ば
良
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
人
は
ゼ
ロ
に
近
い
と

思
う
し
、
私
も
税
に
つ
い
て
く

わ
し
く
知
る
ま
で
は
「
私
に
は

関
係
な
い
だ
ろ
う
。
」
な
ど
と
マ

イ
ナ
ス
に
考
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
し
、
私
の
よ
う
な
考
え

を
持
つ
人
が
い
る
な
ら
ば
、
も

う
一
度
自
分
が
税
に
よ
っ
て
助

け
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

そ
の
時
の
気
持
ち
に
振
り
返
っ

て
み
て
下
さ
い
。
自
分
が
し
た

良
い
行
い
は
、
必
ず
何
ら
か
の

形
で
自
分
の
身
に
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
．

　
私
も
い
ず
れ
は
社
会
に
貢
献

し
、
税
金
を
納
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
．
で
も
そ
の
時
は
必
ず
、

感
謝
の
気
持
ち
で
払
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
誰
も

が
税
に
心
を
寄
せ
、
積
極
的
に

納
め
て
く
れ
る
よ
う
な
人
が
一

人
で
も
増
え
て
く
れ
た
ら
、
税

と
共
に
豊
か
な
社
会
、
国
づ
く

り
が
目
指
せ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
税
に
よ
る
社
会
へ

一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
い
き
ま
す
．

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
税
金
が
私

達
の
尊
敬
し
続
け
る
ヒ
ー
ロ
ー

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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大
沢
勝
也
さ
ん
か
ら
の
築
紙

図書館にて

　
平
成
1
1
年
秋
に
町
に
図
書
館
が
で
き
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
大

沢
さ
ん
が
所
有
す
る
蔵
書
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
際
に
い
た
だ
い
た
お
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
蔵
書
は
、
一
般
開
架
の
棚
に
一
部
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
わ
た
し
は
、
今
か
ら
4
6
年
前

（
当
時
、
前
助
役
の
関
谷
政
和
さ

ん
が
中
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
）
新

潟
大
学
高
田
分
校
を
出
て
、
初

め
て
赴
任
し
た
の
が
松
代
中
学

校
で
し
た
。
わ
た
し
の
4
0
年
の

教
師
生
活
の
出
発
が
こ
の
松
代

町
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
．
そ

し
て
、
松
代
中
学
校
に
6
年
間

勤
め
て
1
9
5
9
年
（
昭
和
34

年
の
春
）
、
東
京
の
世
田
谷
区
に

あ
る
私
立
学
校
の
和
光
学
園
の

教
師
と
し
て
採
用
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
か
ら
3
0
数
年
、
学
校
を
変

わ
る
こ
と
な
く
（
私
立
に
は
転

勤
と
い
う
も
の
が
な
い
の
で
）

和
光
一
校
に
勤
め
て
来
ま
し
た
．

和
光
で
の
定
年
は
6
3
歳
で
す
が
、

定
年
ま
で
ま
だ
8
年
も
あ
る
の

に
、
健
康
を
害
し
て
（
慢
性
腎

不
全
）
透
析
を
必
要
と
す
る
か

ら
だ
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
す

ぐ
退
職
し
、
教
師
生
活
に
終
止

符
を
う
っ
て
、
透
析
を
続
け
な

が
ら
、
週
3
回
の
通
院
生
活
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
透
析
は
、

ご
承
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
病

院
で
透
析
機
の
傍
ら
の
ベ
ッ
ド

で
4
時
間
寝
て
、
左
腕
の
血
管

に
針
2
本
を
差
し
て
そ
こ
か
ら

血
液
を
抜
い
て
、
そ
れ
を
機
械

を
通
し
て
き
れ
い
に
し
て
、
ま

た
か
ら
だ
に
も
ど
す
だ
け
で
す

が
、
で
も
そ
れ
が
終
わ
る
と
か

ら
だ
が
す
っ
か
り
消
耗
し
て
い

て
、
血
圧
が
下
が
り
、
（
1
8
0

も
あ
っ
た
血
圧
が
ー
O
O
近
く

に
な
っ
て
い
る
）
か
ら
だ
が
フ

ラ
フ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
．
そ

れ
で
、
電
車
で
帰
っ
て
く
る
の

で
す
が
、
駅
の
階
段
を
、
息
を

き
ら
し
て
の
ぼ
り
、
や
っ
と
の

思
い
で
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ま
で

の
ぼ
り
、
入
っ
て
き
た
電
車
に

こ
ろ
が
り
こ
む
よ
う
に
し
て
乗
っ

て
き
て
い
ま
す
。
な
ん
と
な
く

実
感
と
し
て
、
も
う
先
が
永
く

な
い
と
思
わ
れ
て
、
身
辺
整
理

を
し
て
お
こ
う
と
い
う
気
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
身
辺
整
理
と
い
っ

て
も
、
わ
た
し
の
物
と
し
て
あ

る
の
は
本
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、

そ
の
本
を
ど
こ
か
へ
寄
贈
し
て

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
し
た
。

　
4
、
5
年
前
に
か
つ
て
の
教

え
子
た
ち
の
同
級
会
に
招
待
さ

れ
て
、
久
し
ぶ
り
に
松
代
町
に

行
っ
て
み
ま
し
た
。
過
疎
化
に

悩
む
松
代
と
は
聞
い
て
い
た
の

で
す
が
、
大
字
松
代
は
素
敵
な

ふ
る
さ
と
会
館
が
で
き
て
い
た

り
、
会
場
の
芝
峠
温
泉
に
泊
ま
っ

た
り
し
て
、
4
0
数
年
前
の
松
代

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
夏
ほ
く
ほ
く

線
の
開
通
し
た
後
の
松
代
町
に

や
は
り
同
級
会
の
招
待
で
行
っ

て
み
た
ら
、
ま
す
ま
す
大
字
松

代
は
、
あ
の
地
域
の
セ
ン
タ
ー

化
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
か
つ
て
高
柳
町
岡
野
町
は

鉄
道
の
通
る
柏
崎
方
面
へ
で
る

た
め
の
通
過
地
で
し
た
が
、
今

や
ほ
く
ほ
く
線
が
で
き
て
か
ら

は
松
代
の
方
へ
や
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
大
字
松

代
が
あ
の
地
域
の
セ
ン
タ
ー
に

な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
ま
だ
、
町
立
の
図

書
館
が
な
い
と
聞
い
た
の
で
、

将
来
図
書
館
が
で
き
た
と
き
に

と
思
っ
て
、
も
う
古
く
な
っ
た

本
で
す
が
、
寄
贈
さ
せ
て
も
ら

お
う
と
思
い
、
や
や
強
引
だ
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
思
い
た
っ

た
と
き
に
す
ぐ
と
思
い
、
ト
ラ
ッ

ク
に
2
台
分
だ
け
お
届
け
し
ま

し
た
．
も
う
1
台
分
は
春
に
な
っ

大
沢
先
生
と
夫
人
の
フ
ミ
子
さ
ん

平
成
7
年
の
松
代
中
学
校
同
級
会

に
出
席
の
際

勲
　
鍵
　
㎜
覇

　
　
　
　
蓑
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奮

て
雪
が
消
え
た
ら
お
送
り
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
気
に
な
り
ま
す

こ
と
は
、
わ
た
し
の
持
っ
て
い

た
本
は
、
今
、
町
民
が
読
ん
で

み
た
い
と
思
う
よ
う
な
本
は
ほ

と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
．
や
は
り
個
人
で
購
入

し
た
い
と
思
う
本
は
、
ど
う
し

て
も
専
門
書
に
な
っ
て
し
ま
い
、

一
般
的
な
読
み
も
の
や
小
説
類

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
す
。
ど

う
し
て
も
職
業
柄
、
教
師
で
あ
っ

た
か
ら
、
教
育
書
と
歴
史
関
係

の
本
が
多
い
の
で
す
．

　
そ
の
点
、
町
立
の
図
書
館
や

公
民
館
の
本
と
し
て
役
立
つ
こ

と
は
少
な
い
と
思
う
こ
と
で
す
。

た
く
さ
ん
の
図
書
が
あ
っ
て
、

や
や
専
門
的
な
本
を
…
、
と
求

め
る
人
に
は
役
立
つ
こ
と
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
が

気
が
か
り
で
す
．

　
考
え
て
み
る
と
、
わ
た
し
は

た
い
し
て
趣
味
は
な
く
、
定
年

後
の
老
後
生
活
は
も
っ
ぱ
ら
好

き
な
本
で
も
読
ん
で
、
の
ん
び

り
過
ご
そ
う
と
考
え
て
、
お
小

遣
い
を
で
き
る
だ
け
書
籍
の
購

入
に
使
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
5
0
歳
を
過
ぎ
た
こ

ろ
か
ら
、
目
が
悪
く
た
び
た
び

眼
底
出
血
を
起
こ
す
よ
う
に
な

り
、
出
血
し
た
血
は
引
い
て
も

目
の
硝
子
体
の
汚
れ
が
残
る
よ

う
に
な
り
、
硝
子
体
の
汚
れ
を

洗
い
流
す
手
術
を
入
院
し
な
が

ら
や
り
ま
し
た
．
で
も
そ
の
手

術
も
左
眼
で
失
敗
し
、
今
左
眼

は
失
明
中
で
す
．
右
眼
だ
け
の

生
活
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
体

と
し
て
視
力
が
落
ち
、
更
に
白

内
障
の
手
術
を
受
け
て
生
活
し

て
お
り
ま
す
．
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
老
後
の
生
活
の
読

書
も
無
理
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
こ
と
で
し
た
ら
、
も

う
少
し
高
価
な
本
で
も
、
も
つ

と
活
字
の
大
き
い
本
を
購
入
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
活
字

の
細
か
い
本
な
ど
を
選
ん
で
買
っ

て
い
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
．

　
で
も
、
わ
た
し
の
手
を
離
れ

た
本
は
、
今
度
は
別
の
人
の
手

で
読
ま
れ
る
と
思
う
と
悔
い
は

残
り
ま
せ
ん
．

図書館の読み聞かせの会

あ
融
粟
穐
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
、
一
．
緒
罐
．
子
ど
も
の
夢
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
月
4
日
、
子
ど
も
祭
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と
し
て
図
書
館
で
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
た
読
み
聞
か
せ
の
会
に
は
3
0
人

　
ど
う
か
町
の
人
に
読
ま
れ
て
、
読
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

役
立
つ
本
に
な
る
こ
と
を
願
っ
　
　
　
当
日
の
読
み
聞
か
せ
の
会
で

て
お
り
ま
す
．
（
省
略
）

　
い
い
春
が
松
代
に
来
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
．

館
は
、
鈴
木
つ
ゆ
子
さ
ん
が
絵
本
、

　
　
「
青
い
飛
行
船
」
の
朗
読
や
吉
田

　
ゆ
う
さ
ん
の
紙
芝
居
、
そ
し
て

　
相
沢
タ
ツ
子
さ
ん
の
指
人
形
を

　
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
を
し
て
い
る
吉
田
さ

ん
は
「
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

本
を
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
一
般
の
人
や

高
校
生
も
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
連
絡
は
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
ま
た
は
、
直
接
図
書
館
ま

で

15



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
、
難
、
嚢
灘
、
．
、
繍
糖
　
　
　
　
嚢
　
鑛
羅
難
難
霧
難
灘
鶏
臨
難
羅
蝋
難
灘
，
難
．
灘
嚢
離
，
嚢
，
覇
騨
馨
覇
難
・
難
難
嚢
．
縫
鑛
嚢
灘
畿
藤
㎜
議
難
灘
瑚
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
纏
の
置
罎
鐵
留
鰹
鎧
鋤
醒
罎
掻
悩
鞭
繊
蔭
譲
麺
羅
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
四
雄
｛
丞
論
員
・
臓
麺
血
里
飛
契
爵
ハ
灘
慢
戴
儲
擁
柵
謝
礫
瀦
￥
だ
さ
い

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
悩
み
や
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
内
容
と
あ
わ
せ
て
委
員
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
ど
ん
な

こ
と
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
…
…

　
生
活
の
こ
と
で
悩
ん
だ
り
、

児
童
の
こ
と
で
相
談
し
た
い
と

松代町民生委員・児童委員名簿

き
や
、
福
祉
・
保
健
の
制
度
を
利

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
へ

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
．

　
そ
の
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
よ
り
や
障
害
を
持
つ
方
へ

の
訪
問
を
行
う
な
ど
、
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動

を
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、

児
童
福
祉
に
つ
い
て
関
係
機
関

と
連
絡
調
整
を
し
な
が
ら
、
専

門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
担

当
す
る
児
童
委
員
を
支
援
し
て

い
ま
す
．

　
い
ず
れ
の
委
員
も
無
報
酬
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

任
期
は
…
…

　
平
成
1
3
年
1
2
月
1
日
か
ら
3

年
問
で
す

祉←福

鏡　　名 電簸 慶　　号 撞覇地霧

関谷ノブ 7－2161 せ　　き　や 松代

山賀廣冶 7－2876 だいきち
小荒戸・太平
菅刈・田沢

市川ゆみ子 7－3798 い　しはら
小屋丸・池之畑
下山

室岡一恵 7－2574 お　　お　　や 千年・池尻

小山信次 7－3421 し　ろ　べ　い
会沢・清水
桐山

小堺金一 7－3640 こ　まつや 蓬平

中嶋愛子 7－3849 した　う　し 海老・東山

山本篤子 7－3911 あぶらや 犬伏・孟地

石田安一 7－2435 おきのはら
苧島・中子
片桐山・滝沢

室岡貞治 7－3328 かみおやけ
田野倉・仙納
莇平

丸山恵一 7－3156 げんじろう 名平・蒲生

小堺ヒロ子 7－3389 あさ　えん 儀明・寺田

関谷厚権 8－2633 と　もぜん
福島・奈良立
室野

牧田マツエ 8－2005 こ　う　さ　つ 峠・竹所
木和田原

齋藤充代 7－2835 さ　いと　う
主任児童委員
町内全域

石黒良泉 8－2003 洞　泉　寺
主任児童委員
町内全域

●

牧
田
マ
ツ
エ
さ
ん
が
全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
ム
ロ
会

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
牧
田
マ
ツ
エ
さ
ん
（
峠
・
こ

う
さ
つ
）
は
、
昭
和
5
8
年
か

ら
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
地
域
福
祉
に
貢
献

し
た
こ
と
か
ら
表
彰
さ
れ
た

ん
は
、
「
ム
フ
後
も
一
人
の
町
民

と
し
て
お
役
に
立
ち
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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一一みんなの愛と医療のぺ一ジ

松代高校から……　
松
代
高
校
か
ら
2
件
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
は
、

文
化
祭
で
の
バ
ザ
ー
の
収
益
金
、

そ
し
て
図
書
委
員
会
が
募
っ
た

募
金
で
、
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、
収
益
金
4

2
、
2
3
9
円
と
募
金
4
、
1

1
0
円
で
し
た
。
町
長
室
を
訪

れ
た
文
化
祭
実
行
委
員
会
の
関

谷
佳
美
さ
ん
と
石
口
泰
子
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
町
の
福
祉
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
関
谷
さ
ん

は
、
「
文
化
祭
も
地
域
の
方
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
成
功
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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1
1
月
4
日
に
松
代
小
学
校
体

育
館
で
、
こ
ど
も
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
家
に
あ
る
品
物
を
め

い
め
い
が
持
ち
寄
っ
て
保
護
者

と
行
っ
た
子
ど
も
祭
り
の
バ
ザ
ー

の
売
り
上
げ
金
は
9
、
0
3
8
円

で
し
た
。
売
り
上
げ
金
は
、
ほ

く
ほ
く
の
里
に
寄
付
す
る
際
、

施
設
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
ほ
う

き
と
バ
ケ
ツ
ー
0
組
を
購
入
し
て

届
け
ま
し
た
。
ほ
く
ほ
く
の
里

で
は
「
子
ど
も
た
ち
か
ら
い
た
だ

い
た
清
掃
用
具
は
、
施
設
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
お
い
で
に
な
る
人

た
ち
か
ら
大
事
に
使
っ
て
も
ら

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
出
店
の
際
は
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

難
　
騰

　
　
O

「
一
㎜
．
講

　
ロ、

響
轟
懸

こ
ど
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
を

　
ほ
く
ほ
く
の
里
に
寄
付
　
売
上
金
は
9
、
0
3
8
円

7
　
．
ノ
ノ

　
財
団
は
、
理
想
科
学
㈱
が
「
心

の
通
い
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
確
立
を
目
的
に
設
立
し

た
も
の
で
、
今
回
松
代
小
学
校

を
は
じ
め
県
内
3
校
に
孔
版
印

刷
機
リ
ソ
グ
ラ
フ
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
．
印
刷
機
は
使
用
し

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
と
直
接
ケ
ー

ブ
ル
で
接
続
さ
れ
、
文
書
が
そ

の
ま
ま
印
刷
で
き
る
も
の
で
す
。

　
さ
っ
そ
く
印
刷
し
た
教
職
員

の
一
人
は
「
写
真
も
高
画
質
の

ま
ま
、
素
早
く
印
刷
で
き
て
便

利
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

哩
．
．
，
◆
曇
．
、
◆
≒
◆
垂
．
◆
．
書
．
◆
エ
＝
下
◆
．
畠
駐
7
．
◆
垂
．
．
◆
．
＝
一
薗
．
．
◆
．
一
＝
甲
、
、
◆
毒
．
◆
≒
◆
．
モ
，
◆
寺
◆
毒
◆
皇
薗
・
・
◆
≒
◆
睾
◆
妾
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
拳
◆
毒
◎
・
ニ
マ
◆
争
◆
毒
◆
≒
・
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
，
季
◆
轟
E
マ
◆
睾
，

ψ◆“劃障櫓ψ・網卜畑φ・“φ一個卜鞭φ・q齢砂◎ψ◆壷◎ψ◆・撒一ひ噌φψφ

町の福祉に役立てて

JA十日町　100万円

明るい地域に

　東北電力㈱十日町営業所か

ら防犯灯の蛍光灯9灯の寄贈

がありました。

　東北電力㈱からは、昨年も

蛍光灯の寄贈を受け、町では、

松代大新田の宅地内の防犯灯

整備に利用しました。なお、

防犯灯の設置に関する問い合

わせは、役場総務課まで。

障‘司“ト◆“φ融φ瀞φ轍φ卿ψ・“φゆφψ“陣一剛1障・“ゆ一滞φ禰φ鼎φ・ゆφ鞭◆州ゆ一州

≠
争
一
ヲ
｝
誓
｝
マ
亨
号
争
昌
郡
マ
｝
号
争
号
亨
一
亨
，
亨
争
一
葦
全
亨
争
号
，
盗
‘
寺
う
季
亨
季
争
一
亨
｝
＝
マ
｝
章
垂
亨
皇
亨
争
季
争
季
｝
一
マ
，
寺
｝
琴
，
マ
｝
マ
争
章
亨
邑
7
◆
毒
，
一
亨
争
季
㌧

隙

霧
⑳
方
へ

　
体
験
入
院
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
針
の
決
定
、
そ
し
て
、

　
　
　
□

＋
凹

　
　
　
□

　
大
人
の
糖
尿
病
の
大
部
分
は

自
覚
が
な
く
、
症
状
が
表
に
出

て
き
ま
せ
ん
．
は
じ
め
て
糖
尿

病
と
診
断
さ
れ
た
方
、
主
治
医

に
す
す
め
ら
れ
た
方
、
食
事
療

法
に
自
信
の
な
い
方
な
ど
、
自

分
自
身
の
身
体
の
状
態
を
正
し

く
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
糖
尿
病
の
悪
化
予
防
に

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
入
院
を
す
る
こ
と
で
、
治
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
尿

病
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
自
己
管
理
の

参
考
に
な
り
ま
す
．

　
8
日
間
入
院
の
モ
デ
ル
と
し

て
は
、
火
曜
午
前
に
入
院
し
、

翌
週
の
火
曜
午
前
に
退
院
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
．

　
入
院
し
て
い
る
間
、
ビ
デ
オ

に
よ
る
学
習
や
運
動
療
法
、
そ

し
て
食
事
療
法
・
薬
物
療
法
な

ど
の
話
を
聞
き
ま
す
．
ま
た
、

食
事
前
に
毎
回
血
糖
を
測
定
し

ま
す
．

　
問
い
合
わ
せ
は
県
立
松
代
病

院
外
来
ま
で
（
皿
7
1
2
1
0

0
）
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短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
ほ
だ

吾
が
打
ち
し
桜
の
禍
の
初
な
め

こ
肉
厚
に
し
て
栗
毛
色
濃
し

　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

堤
防
に
目
印
の
ご
と
点
々
と
等

問
隔
に
釣
り
人
の
居
る

　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

色
あ
せ
し
野
山
に
映
え
る
大
銀

杏
落
ち
葉
降
り
散
る
立
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

こ
の
秋
の
葉
物
芋
類
す
べ
て
良

く
自
給
自
足
の
食
卓
に
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

い
た
だ
き
し
雪
降
り
ぼ
う
ず
と

言
ふ
茸
五
時
は
や
暗
き
今
宵
噛

み
し
む
　
　
　
野
石
　
　
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

義
経
の
主
従
が
宿
り
し
祠
あ
と

雨
晴
し
の
海
に
粛
と
し
て
立
つ

　
　
　
金
沢
市
小
林
淡
水

　
し
ぶ
み
俳
句
会

秋
深
む
暮
れ
六
つ
の
鐘
撞
き
終

る
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

栗
ニ
ツ
乗
ら
ぬ
小
さ
な
手
を
開

く
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

大
寺
の
色
づ
き
増
せ
し
大
銀
杏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

こ
ぼ
れ
萩
台
座
に
置
い
て
道
祖

神
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

托
鉢
の
僧
連
れ
立
ち
て
菊
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

蓮
根
堀
足
を
と
ら
れ
て
立
往
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

作
品
の
出
来
は
ま
づ
ま
づ
文
化

の
日
　
　
　
　
　
　
と
し
子

夕
映
え
の
二
階
の
手
摺
掛
大
根

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

山
静
か
老
人
一
人
茅
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

　
蒲
生
句
会

出
入
口
窮
屈
に
し
て
菊
の
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
山

す
ん
な
り
と
カ
の
抜
け
し
干
大

根
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

お
で
ん
鍋
妻
の
喜
ぶ
八
ッ
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

時
雨
る
る
逃
げ
足
早
き
ダ
ン
プ

カ
ー
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

大
ぶ
り
の
豆
腐
を
あ
ぶ
り
恵
比

寿
講
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

老
い
た
れ
ば
何
処
も
早
め
の
冬

構
え
　
　
　
　
　
　
折
人

と
っ
ぶ
り
と
闇
が
き
て
い
る
茸

飯
　
　
　
　
　
　
龍
峰

人ロの動き

　男　　2，116人　　（一8人）

　女2，214人（一4人）
　計4，330人（一12人）
世帯数　1，478世帯（一2世帯）

　出生　O人　　死亡　11人
　転入　10人　　転出　11人

　　　　（13年11月末日現在）

編集室
　初雪に続いて、雪があたり一面を白く
覆いはじめました。降る雪に、クリスマ
スツリーの明かりがゆれます。このツリー
は、毎年、商工会青年部の皆さんが通り
を飾ってくれているものです。この明か
りにホッとする人も多いと思います。大
型店は、わたしたちの住む街にこのよう
なことはしてくれません。
まちづくりは、本当は、身近なところか
らはじまっています。

◆
三
琴
◆
三
マ
◆
・
轟
一
一
7
◆
・
一
辱
◆
・
一
…
・
◆
・
一
一
一
一
一
・
◆
・
一
一
琴
◆
・
主
一
・
◆
三
号
◆
・
一
奪
◆
三
一
号
◆
・
毒
・
◆
・
昌
…
・
◆
・
一
辱
◆
皇
一
・
◆
三
一
一
－
◆
・
一
寺
◆
三
…
・
◆
・
一
…
・
◆
皇
7
◆
二
毒
－
◆
主
一
一
・
◆
・
一
妻
・
◆
・
一
一
一
マ
◆
・
一
一
号
◆
・
一
一
…
・
◆
・
一
一
…
・
◆
・
一
一
一
一
一
．
◆
・
垂
．
◆
・
一
邑
一
、
◆
・
昌
毒
．
◆
・
色
一
．
◆
皇
一
、
◆
・
垂
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
一
書
．
◆
・
三
一
一
．
◆
・
噂
一
…
．
◆
・
一
…
．
◆
‘
…
．
◆
・
一
曹
言
．
◆
三
…
．
◆
・
一
昌
冒
．
◆
・
亀
7
◆
・
一
…
．
◆
・
色
一
．
◆
・
色
一
、
◆
・
垂
．
◆
・
三
一
一
、
◆
主
一
一
．
◆
．
一
…
．
◆
．
一
…
．
◆
．
一
一
一
一
一
．
◆
．
二
一
一
一
．
◆
．
三
＝
．

響聯麟灘藁
魑融趨毯◎翻磯蓬

認戴猷甑醐癒す
開催日時：毎月20日19：30～21：00

会　場：松代活性化センター

相談員：松代地区少年補導員
問い合わせ：下記の少年補導員まで

村山達三（東部タクシーTEL7－2254）

鈴木孝雄（タカ損保TEL7－3630）

瀬沼洋子（瀬沼そばTEL7－2055）

　　　　　　　　　　　　誌
　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　灘　　　　　　難　　　　欝　　霧

一
株
に
玉
が
1
0
個
も
あ
る
白
菜

　
　
小
堺
忠
吉
さ
ん
（
蓬
平
）

す
ご
い
山
芋
で
す
！

　
　
　
中
沢
多
七
さ
ん
（
寺
田
）

圓
圏
⇔
團
回

　
　
（
1
1
月
1
日
～
1
1
月
30
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

南
雲
　
壮
一
・
宮
内
　
マ
リ
さ
ん

　
　
（
室
野
・
に
し
う
ら
や
商
店
）

相
澤
　
貴
史
・
栗
林
　
　
薫
さ
ん

　
　
（
松
代
・
ま
つ
ひ
ろ
建
設
）

若
月
　
賢
次
・
中
林
智
恵
子
さ
ん

　
　
　
（
孟
地
・
ほ
ん
じ
ょ
う
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

高
橋
民
五
郎
さ
ん
　
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
（
莇
平
・
げ
ん
じ
ん
）

山
岸
　
ト
ミ
さ
ん
　
　
　
84
歳

　
　
　
　
　
　
（
東
山
・
う
ら
）

柳
　
　
米
吉
さ
ん
　
　
　
総
歳

　
　
　
　
　
（
孟
地
・
い
と
ど
）

小
堺
博
大
さ
ん
　
　
　
π
歳

　
　
　
　
（
儀
明
・
さ
く
べ
い
）

関
谷
　
龍
蔵
さ
ん
　
　
　
　
7
9
歳

　
　
　
　
（
池
尻
・
せ
い
ぜ
ん
）

福
島
志
津
子
さ
ん
　
　
　
　
砺
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
ま
す
だ
や
）

高
橋
　
卯
吉
さ
ん
　
　
　
　
総
歳

　
　
　
　
（
田
澤
・
ま
ん
ぞ
う
）

本
柳
　
ヨ
シ
さ
ん
　
　
　
9
6
歳

　
　
　
　
　
（
仙
納
・
こ
う
や
）

山
岸
　
コ
イ
さ
ん
　
　
　
鮪
歳

　
　
　
　
（
蒲
生
・
た
ろ
え
ん
）

関
谷
　
萬
蔵
さ
ん
　
　
　
85
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
も
り
た
や
）
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町の行事予定（12・1月）

望1㈹ 小・中学校2学期終業式

心配ごと相談（デイザービスC）9＝00～（担当1宮澤）

驚響 冬至

1灘萎灘1
天皇誕生日

クリスマス・イブ

振替休日

25（火）
心配ごと相談（デイサービスC）9＝00～（担当＝柳）

消防年末特別警戒（～27日）

26休）

27休）

28（金） 仕事納め

欝㈱ 年末年始休業（～1月3日まで）

31（月） 大晦日

鵬当番医。ジ甫」11原診療所

2（水） 休日当番医1牧村診療所

3休） 休日当番医二県立松代病院

4（金）
仕事初め

心配ごと相談（デイザービスC）9＝00～（担当二村山）

藝鱒

小寒　休日当番医二竹内クリニック

消防出初式　長命寺の橋付近13：30～

7（月） 当番医：大正医院

8（火） 当番医二浦川原診療所

9（水） 小学校3学期始業式

10休）

11（金） 心配ごと相談（デイザービスC）9100～（担当二齋藤）

難灘難

世田谷新年子ども祭り（世田谷区役所中庭付近）9＝30～

成人の日　休日当番医二大正医院

松代大相撲初日

松代町書初め展（松代総合センター）

纏松代町書初め展（松代総合センター）

15（火）
小学校休校

松代町書初め展（松代総合センター）

16（水） 県中学校スキー大会

17休）

18（金） 心配ごと相談（デイザービスC）9＝00～（担当二石黒）

諜雛麟

休日当番医二浦川原診療所

東京松代会創立10周年記念祝賀会並びに新年会

　　　　　　（浅草ビューホテル）11二〇〇～受付

欝・短葛』懸

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●
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●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　
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i松代ファミリースキー場　　　嵩》．
i　　　（TELO2559－7－3330）

●

●
●
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i駒醐回麟後1載勃囎蟻噂②聯　i
　

i　　　　　　開催日3月9日（土）正午～10日（日）i
●
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ご

i罎《罎《鍛、1鯛18⑳夢イヤ凝
こ
　

i変更になった松代駅発の電車は次のとおりです
：

六日町行き

8
0
1
2
2

1
2
2
2
2

09⇒18　04
28⇒20　24
16⇒21　17
22⇒22　24
46⇒22　47

直江津行き

　18＝35⇒18　47
　20＝52⇒20　53
　21二34⇒21　35
なお、11月に配布の時刻表の残部があります。事業所等i

iで必要な場合は総務課窓口まで。
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　しぶみの家で”一生懸命”。

響1覇劉謬顯　　　　　　　灘
　　藤　　　簸　　　騰

欝難灘願　愚遡
驚脳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢
灘　　　　　　　　　　　　　　　　織　　　　　　　－欄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧

　　　　　　　　ぎ　　　キド　　　　　　　　　　　　　
　　ず　　　　　　　　　　　　
娘　　　　　　　・　・　　　鍵　　　　　　　　　　簸　　　　　　　　　膨イ

嚢醤難　羅臨課矯轟畷、、
鍵．．，、懸灘1鑓認、獺．．勝監物甦≦，
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こ
れ
が
し
し
座
流
星
群
で
す
（
1
1
月
1
9
日
午
前
5
時
ご
ろ
群

馬
県
内
）

写
真
は
、
当
町
の
星
座
観
察
の
講
師
で
も
お
な
じ
み
の
南
雲

敏
夫
さ
ん
（
川
西
町
在
住
）
が
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
南
雲

さ
ん
は
「
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。
次
回
、
も
っ
と
も
多
く

の
流
星
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
3
0
年
後
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
貴
重
な
1
枚
、
み
な
さ
ん
よ
く
見
て
ね
1

‘3§

　へ漣獣
司曙

　　灘
　繋灘羅

、
蝋
繋
，
讐

　　　　　　　　　羅

　　　　　　ll

　　　§

　　　　　　　　護

　
今
回
は
松
代
高
校
の
文
化
祭
“
雪
穂
祭
”
で
実
行
委
員

長
を
し
た
生
徒
会
長
の
関
谷
佳
美
さ
ん
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

嘗翻麗董1醐圏お

謬
蝿
繍
凝

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
翔
（
か
け

る
）
」
で
し
た
…
…

　
松
代
高
校
の
成
長
を
テ
ー
マ

に
し
ま
し
た
。

　
準
備
を
と
お
し
て
、
み
ん
な

が
一
つ
の
こ
と
に
熱
中
し
、
つ

く
り
上
げ
て
い
く
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
成

長
し
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
製
作
を
と
お
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
打
ち
込
ん
で
い
る
姿

を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

3
年
に
一
度
…
…

　
校
内
祭
は
、
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
一
般
の
人
か
ら

学
習
活
動
や
学
校
生
活
を
ご
覧

　
　
　
　
　
灘
翻
螺
籔
翻
欄

が
た
だ
く
の
は
、
3
年
に
一
度

の
文
化
祭
で
す
。
こ
の
雪
穂
祭

は
、
二
日
間
行
い
ま
し
た
。
3

年
に
一
度
と
い
う
こ
と
で
、
や

は
り
み
ん
な
の
意
気
込
み
が
違

い
ま
し
た
。
一
般
の
方
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
く
の
で
、
や
は
り

緊
張
し
ま
し
た
ね
。
も
う
、
お

昼
も
食
べ
な
い
で
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
生
徒
が
、
そ
し
て
、
一

般
の
人
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
の

な
ら
、
苦
労
を
い
と
わ
ず
、
そ

ん
な
感
じ
で
臨
み
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
…
…

　
最
初
、
生
徒
会
の
人
た
ち
だ

け
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
で
も
、
日
が
経
つ
に
つ

れ
て
、
苦
労
を
と
も
に

す
る
人
が
増
え
、
み
ん

な
が
そ
の
苦
労
を
分
か

ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に

絆
が
生
ま
れ
た
の
は
、

目
に
見
え
る
も
の
で
し

た
。
す
ば
ら
し
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

判
潟
一
ω
醤
詰
血
一
㎝
田

（
勘
並
一
回
謙
串
）

“
雪
穂
祭
”
大
成
功
で
し

た
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

■
凝
⇒
＼
救
弁
酉
薄
舗
お
麟
難

■
』
”
㊤
合
1
一
㎝
8
聾
講
麺
珊
愚
鶏
雲
首
冷
潮
》
冊
鼓
弁
認
認
畔
誉
一

　
　
　
助
O
謡
8
（
刈
）
旨
⑲
O
　
閏
》
図
8
留
⑩
（
刈
）
⑲
認
①
・
（
刈
）
器
O
O
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